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〈論 説〉

1840年 代 フ ラ ンス にお け る ドイ ッ人人 口の動 態(3)
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a)ル アー ヴル へ の旅

1)ド イツ人移民の様子

フ ラ ンスに お け る ドイ ッ人の動 きを もっと も印象的 な形 で現 した もの は,

ル.ア ー ヴル(LeHavre,以 ドルァーヴル)か らア メ リカへ船 出す る移 民 者 たちで

あろう。 この道 を辿 った ドイッ人 は1830-48年 まで に実 に40-45万 人 にの ぼ

り,そ の後 も数{'万 の ドイ ッ人 が同 じ道 を通 って い る。 た とえ当時 フラ ンス全

土 に10-一一一一30万 人 の ドイ ッ人 が い た と して も,こ の移民 の 数 に は遠 く及 ぼ な い

で あ ろ う。 だか ら多 くの人々が,フ ラ ンスを横 断 す る貧 しい ドイ ッ人移民 を目

撃 し,彼 らの悲 惨 な運 命 に涙 した の も当然で ある。 ハイネもルアー ヴルを旅 し
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た時 に,同 郷 の仲間 の運 命 に苦 悩 す る。

ハ イ ネは 『サ ロ ン1』(DerSal・nI)の1833年10月17日 の序文 で
,ル アー ヴ

ルの ドイ ッ人 に触 れ て い る(HeinrichHeine ,SamtlicheWerkeinsiebenBdnden ,Bd.

4,Wien,SS.7-9)。 「ノ ルマ ンデ ィー の ル ア ー ヴル のそばの海岸の小 さな村 の中

であ った。一 一私 はルアーヴルへ至 る大 きな街道 を突然見 つけたところであ っ

た。私の前 を,貧 相 な トラ ンクや箱 ,占 い フ ラ ンク風 の家 財道 具 や,女 性 と子

供 の 乗 った 丈 が 高 い が,軽 そ うな農 民 の 大 きな馬 車 が何 台か通 り過 ぎて い っ

た。男 たちが私の方へ近寄 って来 た。彼 らの言葉 を聞 いた時 の驚 きは普通で は

なか った。一 一彼 らは シュヴ ァーベ ン方 言の ドイ ツ語 を しゃべ っていたのだ
。

確 かに,こ の道 で 会 ったの は同胞 で あ ったのだ。車 の上 には,青 い眼 で,

非常 に思慮 深 い 姿を したfブ ロ ン ドの ドイ ツ人 が座 って いた。口のあた りは昔,

私 を退屈 に させ,悩 ませ,今 度 は憂 欝 にす る哀 れ で,偏 屈 な 単調 さが あ った。

一 一 そ して我 々は ドイッ語で し
ゃべ った。彼 らも,異 国 の街道 で国 の 言葉 を聞

いて満 足 していた。私 は この貧 しい人 に聞 いた。『なぜ ドイツを去 られたのです

か』。彼 らの答 えは,『 国 は最 高 で す,我 々 も も っ と残 って 置 くべ きだ ったで

しょう。 しか し,こ れ以 上耐 え られ なか った ので す』 とい うものだ った
。」 「し

か し,わ れ わ れ は 子供 達 の ため に こ う したのです。彼 らは,ま だ ドイ ッに慣 れ

て いませ ん。お そ ら く外 国で もっとT幸せ にな るで しょ う」
。ハ イ ネ は,こ ん な異

国 の地 で 同郷 人 に会 うと いうのは意外 な ことであ ったのであろ う。 しか し,そ

れ 以 上に彼 を 驚 か せ た の は,彼 らが祖 国 を去 らね ば な らな い ドイ ッの現 状 で

あった。 また こうした哀れな ドイッ人 たちに暖かい配慮 を示 す フランス人たち

に もハ イネは感動 している。「人間性 とい う点 か ら,苦 痛 の旅 の各 駅 で移民 達 を

歓迎 しているフラ ンス人 の同情 について ここで語 りたい。 フラ ンス人 は,も っ

と も精 神 的 な人 々で あ るばか りでな く,も っと も慈 愛 深 い人 た ちで あ るのだ。

もっとも貧 しい人 たちで さえ,こ の不 幸 な外国 人 へ友 情 を示 し,馬 車 に荷 を積

ん だ り,下 ろ した りす るの を 助 け た り,料 理 の た め に銅 鍋 を 貸 した り
y木 を

切 った り・ 水 を も って きた り,洗 濯 の一 部 を引 き受 けた り して いるのだ。私 は

自分の眼で,フ ラ ンス の乞食 の女性 が貧 しい小 さな シュヴ ァーベ ン人 にパ ンを
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一 塊 あ げ た の を 見 た こ と が あ っ た。 私 は心 か ら彼 女 に お 令 を 言 っ た こ と が あ

る」。

と こ ろ が ほ ぼ 同 時 代 に ル ア ー ヴ ル に い た フ ェ ネ ダ イ(Venedey,J.)(フ ェネダ

イについて は[B,27][B,28][B,29ユ 参 照)は,こ う した フ ラ ンス人 の 態 度 に む し ろ疑

問 を 抱 き,貧 し い ドイ ッ 人 を 食 い 物 に す る フ ラ ン ス 人 に つ い て 観 察 して い る

(rノ ルマ ンデ ィー一の旅 と休 息F1』(ReiseandRasttageinderNormandie,1838)。 彼 に よ

る と ハ イ ネ の言 葉 と違 っ て,フ ラ ン ス に は,移 民 者 を 待 ち受 け る詐 欺 師 達 が う

よ う よ い る こ と に な る。国 境 の フ ォル バ ッハ(Forbach)・ ヴ ィサ ン ブ ー ル(WIS-

amb・urg)で は悪 質 な代 臥 力Sドイ ッ人 た ち に船 の契約 を結 ば せ・ルア}ヴ ル

で は その船 が 出港 す るまで の荒稼 ぎを行 うものがいた[B,7,p.39]。 契 約 に は旅

の途 中 の食 事 も入 って い る場合 があ ったが,言 葉 の わか らな い ドイ ッ人達 はだ

ま され,も う一度 食 事代 を払 わ ね ば な らな くなる。 しか し,領 事 館 も誰 も助 け

て は くれ ない の だ。 む しろ,領 事 館 は彼 らか ら2フ ラ ンの ヴ ィザの代 金 をせ し

めて い く共犯者 で もあ った[B,7,p.39]。 ドイ ッ人達 は・ノー トル ダム岸 の ドイツ

人専 用 の宿 に泊 ま るか,海 岸 沿 い に キ ャ ンプ し・ グ ラ ヴ ィル(Graville)の

ヴ ォー一バ ン(Vauban)要 塞 の補修 工事,港 の工事 の仕 事 を探 しa高 価 な滞 在 費,

船代 を稼 いで いた.ま た,あ る もの1ま盗 み を働 いた り・ 乞 食 を した り涜 春

を していた。 フェネダイによると,ド イ ツ人 は フ ラ ンス人の暖 かい 同情 よ りも

軽蔑 を受 ける ことが多か った というのだ。「もっとも貧 しい労働者 でさえ,ご く

普 通 の船 乗 りで さえ,ド イ ッ人 の ことを語 る時 は,か な らず軽 蔑 的 で あ った」

[B,7,P.400

フ ェネ ダイ の言 葉 を証 明 す るよ うな事実 は,当 時 の ル アー ヴルで多 く見 られ

た。 た とえば,ル ア ー ヴルへ希 望 を もって 来 たが,病 気 にな って しまい,助 け

を求 め るア ルザ ス出身 の織 布 工 コンラー ト[A,2,Dz32]・ また 『ル ァー ヴ ル新 聞』

(JournalduHavre)に 掲 載 され た ドイ ッ人 の実 態 を報 告す る記事 「こうした階級

に属す一人の貧 しい婦人 が通 りで手 に子供 を抱 いて死体 で発見 された。 もうひ

とりの婦人 は,4人 の幼 児 と と もに ア ング ヴ ィル(Ingouville)の 病 院 に運 ば れ

た。もう数 時 間 で寒 さ と衰弱で死 んだ ことであろ う」(1829年1月24日),ま た あ
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る者 が移 賭 か ら得 た金 で船 を購 入 した力雪,そ の船 が補 修 で 醗 で きず移民 者

の食 料 が枯渇 し始あて いるという話(1832年8月21Brル ァーヴル新聞』)
,船 に

野 営 して い る ドイ ツ人 の 立ち退 きの際 彼 らが ドイ ツ語 で 「や るな ら我 々に火

をっ けて ほ しい・ 宿 もパ ンもな いのだか ら」[B ,17,p.395]と 言 った と い う話

(1832年8月25日)・ 「ラ ン ブ ラノレデ ィ(Lamblardie)岸 で綿 を集 め て いた ドイ ッ

人 か ア ルザ ス人の若 い娘 が,岸 で死 ん で いた。 年 の頃 は14歳 半 ぐ らい であ っ

た」〔B,17,p.396](1842年7月31[lrル ヴュー ・デュ ・アーヴノレ』(RevueduHavre)

と い う話,ル ア ー ヴルで1年 来 移民 者 達 か ら宝 石 や
,金 を盗 ん で いた ヴ ュル テ

ンベ ル グ人 が禁 固1年 の 刑 を 受 け る と い う話(1847年4月25[lrル ヴ
ユ ー.

デュ'ア ーヴル』)な どが そ れ で あ る。ま た悪 徳 ブ ローカーに関 しては,ル ア_ヴ

ル の商 人 ジ ックラー(Sickler)氏 が アメ リカ移 民 の仕 事 を した い と言
ってきた

が,警 察 の調査 で は 「氏 は,非 道 徳 な人 間 と して有 名 で
,売 春 婦 と一緒 に道 楽

者 と して これ みよが しの生活 を送 ってG・る素 行 に問 題 の あ る男 で
,樟 に も彼

の手 に落 ちた移民 者を だ ま し・彼 らか ら巻 き上げるために親切 な装 いを労 して

いる」([A・2・b]i855年)と い う報 告 が 出 され
,問 題 に な って い た。

ル ア ー ヴル以 外で も・ ドイ ツ人移民 につ いて ドイツ人たちは注 目 している。

パ リの ドイ ツ人は,「親愛 な る同郷 人 よ ア メ リカへ移民す る,こ の セ ー ヌの

河岸 の貧 しい小 屋 に野宿す る数百人の ドイッ人 をみずか らの眼で見 たであろ う

か。 こう した人 々は,祖 国 が不 毛 で あ るか ら遠 い地 へ行 くのだ ろうか
。彼 らの

出身地 はライ ンラン トや シュ ヴァーベ ンであ(1)」[B ,13,p.88]と 書 いて し、る。

1844年 に出版 され た フ ラ ンス側 の雑 誌 には,当 時 の ドイ ツ人 移民 の様 子 が描

か れ てい る。 「毎年 多 くの貧 しい家族 が遠 い大地 に成功 の夢 を抱 いて フラ ンス

を 自 らの意志 で離れてい る。 ほとん どいつ も貧困 が後 を追 い
,貧 困 とと もに海

を渡 って い る。 国 だけでな く外国で も,貧 困 に虐 げ られ るの だ一 移民 の正確

な数 は年間 どの くらいか聞 いてみよ う。 どこの政府 で も
,こ の 問 い に答 え られ

るだ け の充分 な史料 を持 って はいない。 ルアーヴルの住民 は,数 年 の間 に6万

人 以上 の・ 大 人 や児 童 が ア メ リカで仕事 を探 すために港 を出港す るのを見て き

た。 こう した人々の多 くはわが国 の北,ア ル ザ スな かん ず く フ ラ ンシ ュ ・コ ン
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テの諸 県の出身であ る。 それ以外 は,ラ イ ン地 方 か ス イスの人 々で あ る。海岸

に野宿す る貧 しい家族達が,皆,長 旅 で疲 れ,や っ れ,不 安 な気 持 ちを も って,

ぼ ろぼ ろ とな った服 を繕 い,屋 根 もな い場 所 で食 事 の用 意 を しなが ら・ は っき

りい って悲惨 な結 果 しか予測 で きない船 出の日を待 ってい るのは悲 しい光景で

ある」[B,1・,A.373].「 未開 の土地 を持 つ 会社 やs所 儲 へ労 働 者 の斡 旋 を しよ う

とい う仲買 は,人 口過 多の ドイ ッ,ス イ ス,フ ラ ンスの各 地 に代 理 人 を送 って

い る。 こうした代理人 は,地 方 を調 査 し,移 民 を集 め るため に・ か つ て周 旋屋

が使 っていた手段 を労す ることも多 々あ る。彼 らは簡 単な仕事 や,ま だ所 有 し

て い な い土地 の契約 や,高 賃 金,富 と幸福 を約 束 す るので あ る。 ある移民

者 は,そ う した契 約 にサ イ ン し,前 払 いで ニ ュー ヨー クまで連 れて い って もら

うことにな る。 しか し,多 くの家族 は,一 軒 か,数 軒 の団 体 で 出港 地 まで旅 を

す る こ とにな る。あ るもの はTエ ルベ(Elbe)河 を ヒって ハ ンブル クか・ ヴ ェー

ゼ ル(Weser)河 を上 って ブ レー メ ンへ行 くか,ラ イ ン河 を上 って オ ラ ンダへ行

き,ア ム ステル ダムか ロ ッテル ダムで乗船す る。 またある ものは,フ ラ ンスの

ル ア_ヴ ルへ行 く。 不 用 意 な場 合 及 び充分情報 を持 たない場合 は・非常 に高価

な道 を選 び,家 財 道 具 や仕 事 の道 具 の 詰 ま った重 い馬 車で 日数 を稼 こうとす

る。 そ うした道具 は到着す るときは壊れ,使 い物 にな らな くな って しま い・輸

送費用 は大抵,道 具 の価値 を越 して しま うので あ る」[B,10,p.373f]。 「畑 の生 活

を奪 われ た こ う した移 民 の男性,女 性,子 供 達 が,40-一 一50日 の間,詰 め込 まれ,

換気 が悪 く,食 事 もま まな らぬ,お そ ろ し く汚 い船 倉 で過 ごす こ とが どれほど

の ことか考 え付かないで あろう。一一一彼 らの運命 がどんな ものであろ うとも,

通 常 彼 らの生 活 はr国 に い た時 よ り不 幸 な ので あ る」[B,10,p.374]。

2)ド イツ人移民 の ルー ト

ア メ リカ へ と旅 立っ ドイ ツ人 た ち,と りわ け 西 南 ドイ ッ人(バ ー デ ン人,バ イ

ェル ン人,ラ イ ンラ ン ト人,ヴ ュル テ ンベ ル ク人)は,ど の よ うに して ル ア ー ヴ ル へ

向 か った の で あ ろ うか,そ の 問 題 を 見 て い か ね ば な らな い で あ ろ う。 そ もそ も

西 南 ドイ ツ の 人 々 はaな ぜ ドイ ツ語 の 通 じ る北 ドイ ツ の ブ レー メ ン・ ハ ン ブ ル
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ク経 由 で 行 か な か っ た の で あ ろ うか(1850年 代 か ら徐 々に ドイ ッの港 か らの移民 が

優勢 にな る)。 当 時 ア メ リカ移 民 の コ ー ス は
,「 一 つ は,鉄 道 で ドイ ツを 横 切 り,

ブ レー メ ンへ 行 く コー ス。 .二つ 目 は,ラ イ ンを 下 っ て ア ン トワ ー プへ 行 く コ ー

ス,三 っ 目 は ケ ー ル(Keh1)橋 を 渡 っ て ア ル ザ スへ 入 り
,フ ラ ン スを=横切 って ル

ア ー ヴ ル へ 行 く コ ー ス・ 四 つ 目 は,ラ イ ンを 下 っ て ロ ッ テ ル ダ ム へ 出 て
,ハ ル

『 リヴ ァプ ー ル経 由 で 行 く コ ー ス(rイ リュス トラシわ 』(lllu
stration)[B,15]1854

年)」 が あ っ た。 もち ろ ん,こ れ に は,ア ン トワ ー プ や ア ム ス テ ル ダ ム7時 に は

ボ ル ドー も加 わ る こ とが あ っ た
。

歴 史 的 に 見 る と,1820年 代 ま で の 移 民 は,ラ イ ンを 下 り,ア ム ス テ ル ダ ム や

ア ン トワープへ行 くもの も多か っ脇183・ 年以 後 はル アー ヴルへ行 く ものカa

圧1到的 とな った。 ブ ラウ ン シュ タイ ン(Braunstein)に よ る と
,そ の理 由 は,二

っ あ っ た。1南 ドイ ツ人 に と って ル ア ー ヴル は ブ レーメ ンよ りかな り近 い とい

うこと・ バ…ゼルか らブレー メンまで800キ ・
,ル アー ヴル まで は600キ 。。

距 離 の利 点 に加 えてtフ ラ ンス国 境 が 唯一 の政 治 的障 害であ ったが
,フ ラ ンス

当局 は何 も要求 しな か ったか らである。第二 のル アーヴルの地理 的利点 は
,プ

レー メ ンに対 して 西 に あ った ことであ る
。 これに よって,19世 紀 初 め の ヨ_

ロ ッパ か らア メ リカへ の 日数 を8日 か ら10日 短 縮 す る こ とが 可能 にな
った。

蒸 汽船 の発展 とと もに,こ の利 点 は時 の流 れ の中 で消 滅 す ることになる」[B
,7,

p.29]。 しか し,距 離 と交通 機 関 の発 展 は別 物 で あ り,蒸 汽 船 発展 によ りア メ リ

カへ の距離 もさほど問題 にな らな くな って くる
。 また,ル アー ヴル が選 ばれ た

理 由 に,渡 航 費 用 が ル アー ヴルで稼 げ た という理 由 もある
。7月 王 政 期 の ル ー

ア ヴル㎜一パ リ間 の鉄道建設 のたあに多 くの外国 人が必要 とされていたか らであ

る。 また,港 湾 労働 者,港 の拡 張 工事 の た め に も外 国 人労働力 は利用 され たの

であ る。 その他,移 民 に対 す る衛 生 上 ,資 金 上 の規制 が フ ラ ンスに なか ったた

めに,フ ラ ンス側 へ 移民 が 溢 れ た とい う理 由 もあるが
,こ れ は諸 刃 の剣 で,逆

に これ が 詐 欺 や病 気 を生 み 出 し,フ ラ ン スの港 の 信 用 を失 墜 させ ることにな

る。 もっともコース選択 に影響 を与 えたのは,す で に ア メ リカへ移 民 した もの

の手 紙 による知 らせ と,代 理店 に よ る宣 伝 で あ った よ うに思 われ る
。何 しろ,
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当 時 の ドイ ッ人 た ち は,地 理 的 状 況 な ど も充 分 知 らな か っ た わ け で あ るか ら。

西 南 ドイ ツ の ドイ ツ 人 た ち は,ケ ー ル か ら ス ト ラ ス ブ ー ル 経 由,ザ ー ル ブ

リ ュ ッ ケ ン経 由,テ ィオ ン ヴ ィル経 由,バ ー ゼ ル 経 由 で パ リへ 向 い(こ の コー ス

につ いて は[B,27]を 参 照),パ リか ら ル ア ー ヴ ル に 行 く コ ー ス を取 っ た 。フ ラ ン ス

との 国 境 か らパ リま で,当 時 約10-12日[B,7,p.34]の 日数 が か か り・ さ ら に

そ こか らル ア ー ヴ ル ま で 数 日か か っ た。 しか し,鉄 道 の 開 通 に よ って1850年 代

に は40時 間(35フ ラ ン)で す む よ うに な る。 パ リか ら は,馬 車 か歩 き か,そ れ

と も1843年 以 後[B,4,P.49]は 鉄 道 で ル ー ア ンま で 行 き,馬 車 か 歩 き とい う コ ー

ス もで き た 。 ま た 船 で ル ア ー ヴ ル ま で 行 く コ ー ス もあ った 。 ル ア ー ヴ ル ま で 開

通 す る1847年 以 後 は鉄 道 で6時 間[B,14,S.522]に 短 縮 さ れ た 。

ブ レー メ ン と の 競 争 が 激 し くな って く る1850年 代 以 後 は,こ の移 民 の 旅 も

近 代 化 し,道 端 で 飢 え に苦 しむ ドイ ッ 人 移 民 が 消 え,移 民 専 用 列 車 で ル ア ー ヴ

ル に 急 ぐ移 民 列 車 が 主 流 に な る。 大 西 洋 横 断 会 社(CompagniegenerateTlansat-

lantique)は バ ー ゼ ル に支 店 を 置 きt南 ドイ ツ,ス イ ス に 営 業 所 を お い てs特 別

列車を仕立て喫.特 別列劇 ま寝 ることの出来るクッションっきの椅子のある

列 車 で,子 供 達 に は ゆ りか ご,ビ ュ ッ フ ェ で の1日2回 の コ ー ヒ ー付 き,バ ー

ゼ ル_ル ァ ー ヴル 間22時 間 で パ リに も入 らず,ヴ ィ レ ッ ト,バ テ ィ ニ ョル経 由

で ル ア ー ヴル へ 着 い た[B,17,p.239]。 ル ア ー ヴ ル の 駅 に は 朝 の3時 に到 着,朝 の

食 事 は,会 社 の 用 意 した ホ テ ル の 食 堂 で と り,出 港 を 待 っ よ う に な った 。

3)ド イツ人移民 の実 態

ドイ ッ人 の ア メ リカ 移 民 は,19世 紀 に な って 増 大 して い くが,特 に1816年

か ら19年 に か け て(25000人)を 除 け ば,1830年 代 以 後 に 始 ま り,そ の 数 は

1854年 に ピー一ク(239200人)を 迎 え,再 度1880年 代 に1854年 に近 い水 準 に ま

で 増 大 し,そ の 後 は逓 減 して い く[B,7,p.35f]。 ル ア ー ヴ ル 港 は,こ の うち1830

年 代 か ら1850年 代 前 半 ま で は ドイ ッ の ど の 港 よ り も多 くの ドイ ッ人 移 民 を 運

ん で い た 。 そ の理 由 は,特 に この 時 期 の 移 民 の 多 くが 西 南 ドイ ッ 出 身 者 で あ っ

た か らで あ る[B,7,p.38]。 ル ア ー ヴ ル か ら出 港 した ドイ ッ人 の 出 身 地 域 を 見 て
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も こ の こ と は証 明 され る。1840年 の 場 合,ラ イ ン ・バ イ エ ル ン人30人
,ラ イ

ン ・プ ロ イ セ ン人4人 ,バ ー デ ン人4人,1848年 の 場 合 パ ラ チ ナ 人(Palatina)

(ラ イ ン ・バ イエル ン)535人,ラ イ ン人186人
,バ ー デ ン人28人,ヘ ッセ ン ・ダ

ル ム シ ュ タ ッ ト人(Darmstadt)16人
,ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク人7人 で あ り,ほ と ん

ど西 南 ドイ ツ人 で あ った[B,6,p 。101]。

当 時 の 移 民 の 理 由 の 多 く は,貧 しさ で あ っ た。 グ ラ ヴ ィル で の 調 査 で は
,農

民 を 産 業 に 吸 収 す る能 力 が な い か ら国 外 へ 弾 き 出 さ れ た と 書 か れ て い る[B
,7,

p.32]が,当 時 の 西 南 ドイ ッ の移 、民 の 多 く は そ れ で あ った 。 そ れ ゆ え ,ル ア ー ヴ

ル や パ リで 人 々 が 見 た ドイ ッ 人 の 悲 惨 さ は 当 然 で あ った と も 言 え る
。 職 業 別 構

成 で 見 る と1S15-65年 は,農 民 や職 人 の 家 族 が 多 く,ま さ に 工業 化 の 遅 れ た地

域 の 人 々 で あ った 。と こ ろ が,1865--95年 に は,北 ドイ ッ の 下 層 民 が 多 くな り
,

彼 ら は労 働 者 で あ っ た 〔B,19,S.12]。 ル ア ー ヴ ル を 出 港 した もの の う ち ドイ ッ人

の職 業 構i成 を 見 る と,1837年 は職 業 無 しが82%(フ ラ ンス人 の場合26
.5%)で,

1838年 ・1839年 と もほ ぼ 同 じ様 な比 率 に な って お り
,農 民 が 多 か っ た こ とを 示

して い る[B,6,p.100f]。 ま た 当 時 の 移 民 は,ま だ 条 件 が 充 分 で は な く,家 族 よ り

も 単身 者 が 多 か っ た。 性 別 の 構 成 を 見 て も,1820年 代 前 半 は 男性 が74.5%y

1830年 代 が60%で あ り[B ,19,S.72],徐 々 に 男 性 の 比 率 が 減 少 して い る。同 じ こ

と は ル ア ー ヴ ル で も言 え て,1837-39年 に は80%以 上 が 男 性 で あ った が
,1864

年 に な る と59%に 減 少 して い る。 こ の こ と は,鉄 道 の 発 展 ,客 船 の発 展 に よ り,

移 民 が 冒 険 か ら旅 行 に 変 化 して き た こ と を も意 味 して い る
。 ル ア ー ヴ ル の 方 が

減 少 が 大 き い の は,ル ア ー ヴ ル ま で の 旅 が 人 変 で あ っ た と い う こ と に も関 係 し

て い る の で あ ろ う。

移 民 者 が そ も そ も移 民 を しよ う と思 い 立 っ の は,第 一 に 友 人 ,知 人 の 私 的 書

簡[B,19,S.17]に よ っ て,成 功 が 喧 伝 さ れ る場 合 が 多 か った 。 次 に,移 民 に 関 す

る新 聞 に よ る情 報 で,こ れ は1846年 以 降 普 及 して 行 く[B ,19,S.17]。 ま た,移 民

を 奨 励 す る組 織 が,ド イ ッ各 地 で 協 会 と して 増 え て 行 くの は
,移 民 協 会(Aus-

wanderungsverein)設 立 運 動 の 盛 り上 が りか らで あ る
。最 初 の 移 民 協 会 は,ギ ー

セ ンの 移 民 協 会(GiessenerAuswanderungsverein)で
rそ の 後 どん ど ん 数 が 増 大
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す る[B,19,S.21]。

1850年 代 に な る と,移 民 の 様 相 は一 変 す る。1848年 革 命 と、共 に政 治 亡 命 者
の

(FortyEighters)が 登 場 す る こ と と,革 命 政 府 の 移 民 政 策 と も照 応 して,移 民 者

は 急 劇 に増 大 す(5).183・ イギ代 に は毎 年1・ …-2・ … 人 だ った 齢 者 が ・184・

年 代 に は20000人 か ら80000人 へ 増 大 した が,1850年 代 に は100000人 を 突 破

し,200000人 を 越 す こ と に な る。 特 に北 ドイ ッ の 移 民 が 増 大 す る こ と に よ っ

て,ブ レー メ ンや ハ ン ブ ル ク の 影 響 が 増 大 し,ル ァ ー ヴ ル は3番 手 に 甘 ん じ る

こ と に な る。 イ ギ リス を 除 い た各 港 の 出 港 者 数 の 順 位 を っ け る と,そ の こ と は

明 白 で あ る。1858年 に は,ブ レー メ ン23000人,ハ ン ブ ル ク19000人,ル ァ ー

ヴ ル13235人,ア ン トワ ー プ4000人,1859年 に は ブ レ ー メ ン21700人,ハ ン ブ

ル ク13000人,ル ア ー ヴ ル10866人,ア ン トワ ー プ1300人,1860年 に は ブ レー

メ ン29300人,ハ ン ブ ル クX6200人,ル ア ー ヴ ル16010人,ア ン トワ ー プ2600

人 と い っ た 具 合 い で あ っ た[B,22,p.30ユ 。 ル ア ー ヴル の 場 合 ドイ ッ人 以 外 も含 ま

れ て い る の で,ド イ ッ人 の 数 か らす る とル ア ー ヴ ル は も っ と数 は少 な い と思 わ

れ る。1850-1年 の ドイ ッ 人 移 民 に 関 す る順 位 で は,ル ア ー ヴ ル20253人,ブ

レー メ ン17248人,ア ン トワ ー プ6270人,ハ ンブ ル ク4728人,ロ ッテ ル ダ ム

2754人,ロ ン ド ン1464人,ア ム ス テ ル ダ ム541人 で ル ア ー ヴル は 優 位 に 立 っ

て い た[B,22,xiiユ 。1830-48年 にか け て ル ア ー ヴ ル か ら出 港 した ドイ ツ人 は約

45万 ≪}と 言 わ れ て い る が,年 約2万 人 で あ る。 当 時 の ドイ ッの 移 民 の 総 数 が2

_3万 で あ る か ら,ル ア ー ヴ ル の優 位 は 断 然 で あ っ た 。 ブ レー メ ンが1850年 代

に ル ア ー ヴ ル を 追 い抜 い た理 山 は 何 で あ った の で あ ろ うか 。

まず 第 一 に考 え られ る こ と は,50年 代 以 降 は北 ドイ ッ の 工 業 労 働 者 の 移 民 が

増 え た と い う こ と で あ る。 当 然 の こ と と して 移 民 者 は近 郊 の ハ ン ブ ル ク か,ブ

レー メ ンか ら出 港 す る こ と に な る。 第 二 は,ド イ ツ側 の 移 民 対 策 の 方 が フ ラ ン

ス側 よ り進 ん で い た と い う こ と で あ る。 フ ラ ン ス の ア メ リカ移 民 は あ ま り多 く

な く,ア ル ジ ェ リア移 民 の方 が 中心 で あ り,1848年 革 命 以 後 の 排 外 的 ム ー ドか

ら ドイ ッ人 移 民 へ の 対 策 を 欠 い た と い う こ と で あ る。 ブ レー メ ン は1830年 に

ブ レー メ ンハ ー フ ェ ンを 開 港 して か ら,北 ア メ リカ線 や 沿 岸 線 を 独 占 して い た
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ハ ン ブ ル ク に対 して 力 を 得 て 行 く
。 しか も,X832年 と34年 に,船 の 広 さ を 充 分

確 保 した り,90日 分 の 食 料 を 用 意 す る こ とを 義 務 づ け た り
,故 障 の 時 に旅 客 の

面 倒 を み る こ と な ど を 定 め た 法 令 を[B,23p .131E]を 作 る こ と に よ っ て 移 民 者 の

不 安 を 解 消 す る。 特 に1849年 に移 民 用 の宿 泊 施 設 を 建 設 し
,3500人 に 食 料 を

与 え,2000人 の ベ ッ トを供 給 で き る よ う に な っ て か ら,移 民 者 の 衛 生 管 理 の 面

で もル ア ー ヴ ル を 凌 駕 す る よ うに な っ て い く
。 ル ア ー ヴ ル で こ う した 施 設 が 建

設 さ れ る の は20世 紀 に な って か らで あ る。

ル ア ー ヴ ル は・ フ ラ ン ス に お い て は そ の 後 も確 実 に ドイ ツ人 移 民 に お い て 有

利 な 地 位 を 占 め る こ と に な る。1837-39年 の 史 料 を 見 る と
aア メ リカ移 民 に 関

す る各 港 の 状 況 が わ か る[A,1]。 ル ア ー ヴル は,1837年8331人,1838年4122

人,1839年10110人(ド イ ッ人 は5527人,2677人,7800人)で 第 一 位
,ボ ル ドー

は2029人,2379人,1396人,ブ レ ス ト(Brest)は1255人
,1940人,2194人,

バ イ ヨ ン ヌ(Bayonne)は1838年738人
,1839年140人,マ ル セ ー ユ は237人,

245人,199人,ナ ン トは146人 ,160人,97人,ラ ・ロ シ ェ ル(LaRochelle)

11人,11人,11人,セ ッ ト(SeteetAgde ,1日CetteetAgde)は10人,5人,13

人,サ ン ・マ ロ(Saint-Malo)は4人,7人 ,9人,ダ ン ケ ル ク5人,3人,4人

と言 っ た具 合 い で ア メ リカ航 路 に 関 して は,ル ア ー ヴ ル が 断 然 優 位 で あ った
。

そ の こ と は ・1858年 に お い て も同 じで ,ル ア ー ヴ ル13235人,ボ ル ドー1305

人,バ イ ヨ ンヌ927人 凪22,p.10]と い っ た 具 合 い で 圧 倒 的 に ル ア ー ヴ ル の 優

位 が 続 い て い た 。 しか も,ド イ ッ人 に 関 して は ボ ル ドー に は若 干 い る も の の
,

バ イ ヨ ン ヌ の 場 合 ス ペ イ ン人 が 多 か っ た の で
,ほ とん ど が ル ア ー ヴ ル か ら出 た

と い っ て も過 言 で は な い で あ ろ う。

さ て,ド イ ッ 人 移 民 の ア メ リカ へ の 行 き先 で あ る が ,圧 倒 的 多 数 が ニ ュ ー

ヨー クで あ っ た。ル ァ ー ヴ ル の 場 合1855-62年 に関 して ニ
ュ ー ヨ ー・ク79.7%,

ニ ュ ー オ リ ン ズ13 .4%,ブ レー メ ンの場 合1850年 ニ ュ ー ヨ ー ク52%
,ニ ュ ー

オ リ ン ズ24%,ハ ン ブ ル ク の場 合 も ニ ュ ー ヨ ー ク71 .2%で ニ ュ ー ヨ ー ク が ド

イ ッ人 の最 初 の 基 地 で あ っ た こ とが わ か る[B,s ,p.102]。 ニ ュ ー ヨー一クが ドイ ッ

の 都 市 並 の 人 口 を 持 つ の も け だ し当 然 で あ っ た と 言 え よ う
。 特 に1850年 以 降
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はその傾向 は顕著 とな る。

b)ル アー ヴ ル と移 民

1)ル アーヴルと ドイツ人

ル ア ー ヴル に ドイ ッ人 たちがや って くるのは1g世 紀 の前 半 で あ る。 フ ラ ン

ス を横 断 してや っとルアー ヴルにた どり着いた ドイッ人 は・船 の出港 を待 って

そ こに蜘,場 合 に よ る とf・旧 も滞 在 す る。1827年1月1日 のrル ア ー ヴル新

聞』 に は次 の よ うに移民 の ことが書かれてい る。「数年来,5月 か ら9月 まで の

ほぼ決 ま った時 期 に,ル アー ヴル は移 民 者 の集 ま る場 所 となる。一 一移民の家

族 は,非 常 に経 済 的 に旅 をす る。 家族 は8-10人 で,フ ラ ンスの 東 か ら西 まで

の旅 で使 う費用 は,通 常 ル ア ー ヴ ルか らパ リまで に必要 な金額で ある一 ジュ

ラ山中の もみの木 の杖 をつな ぎあわせて作 った簡単 な馬 車,少 しの藁 大 きな

容 器 に入 った台 所 用品,と う もろ こ しの粉 の入 った小 さな袋 が,こ う した移 動

す る農民 のす べ て の道具 と糧食 をな している。泉 の水 が,道 路 で の渇 きを いや

し,夜 は どん な小 さな宿 に も泊 ま らない。陸路の旅 の最後 に着 くと・数 日間彼

らを運 んで くれた馬 を売 るが,馬 車 は,分 解 して乗船 で きる よ うに大 切 に保存

す る」[B,17,p.233]。 当時 移 民 用 の宿 泊 施設 はな く,ド イツ人 た ち は,ル ア ー ヴ

ル の安 宿 に泊 ま るか 野 宿 せ ざ るをえなか った。1832年 に コ レラの猛 威 が ヨー

ロ ッパ を襲 ったときも,最 初 に被 害 を受 け たの は,野 宿 を して い た ドイ ッ人 な

どの移 民 で あった。彼 らの衛生状態 の悪 さが,伝 染 病 を早 め たの で あ るが,ル

ア ー ヴル の市民 は移 民 者 を病 院 に入れ るのを拒 み,政 府 も援 助 物 資 を移民 者 に

与え る ことを拒否 した[B,7,p.36f]。 そ の結 果200人 が死 んで い る。

ル アー ヴルへ来 る ドイッ人 は,ド イ ツ各 地 に あ る代 理店 を通 してや って きて
の

いた。1859年 の史料 で は1月1日 に承 認 され た代 理 店 が31あ るが(総 数600),

19世 紀 前半 に は詐 欺紛 い の代 理 店 が多 くあ った。 ドイツや国境沿 いにある代理

店 は,ル ア ー ヴル まで の鉄 道 の 切符 を売 った り,船 の切 符 を売 った り した。 代

理 店 に伴 う詐欺 はa多 くの ドイ ッ人 を悲 惨 の どん底 に突 き落 とす ことにな った

が,ル ア ー ヴルが ドイ ッ人 に嫌 わ れ始めたの も実 はこの問題 であ った。移民者
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はまず前 もって代理店 にお金を支払えば,後 は気楽 な旅 をす る こ とが で き るは

ずであ ったが・実際 には・ 詐欺事件が多 く発生 していた
。 当時 の移民 には3種

類 あ った。まず1)充 分 な金 を持 つ もの で,彼 らは馬 車 に 乗 り悠 々 自適 にや って

来 た。次 に2)代 理 店 にす で に金 を払 って い る もので,も はや 手元 に お金 は な

く,代 理 店 が 頼 りで あ っ た。 最 後 に3)た だ で 行 け る期 待 を持 っ もの[B
,17,p.

233]で,彼 らは,途 中 で仕 事 を 見っ け,金 が溜 った と ころで 切符 を買 うとい う

極 めて貧 しい 一団であ った(1827{}く6月16Uの ルアーヴル副婆椥 事への徽LA
,Z,

D230])。 こ こで 問題 な の は代 理 店 にす で に金を払 って いるものであ る
。

1861年3月15Uの 法 令 の3条 で 陸 の国 境 へ到 着 す る時
,人 人250フ ラ ン,

子 供(6--15歳)80フ ラ ンを持 って いな い場 合,海 か ら到 着 の場 合,150フ ラ ン,

60フ ラ ンを持 って い な い場 合,フ ラ ンス に入 れ な い とい う こ とが決 め られ た

[A,2,a]。 こ う した条 件 が 前か らつ け られて いれば,少 な くと も途 中で詐 欺 に で

もか か らない限 り問題 は起 こ らなか った はずであ る。 また,代 理 店 の詐 欺行 為

を取 締 り,出 港 地 の宿 な どの整 備 を しな ければ問題 が解決 しない ことも確 かで

あ った。1855年 に提 出 され た法令 に よ って,や っと代 理 店 の許 口」制,出 港 が遅

れ た場合 の 支払 いの問 題 などが整備 され ることになる.さ らにそ の衡 修正 を経

て違反縮 に対する罰則 も錠 されることにな(署。特に纐 なf鴨 主{で,欄

を守 らない場合,許 可 を も らう際 に提 出 した保 証 金が凍結 され
,罰 金 と して50

-5000フ ラ ンを払 わ ね ば な らな くな
った。こうした改善によ って徐 々に詐 欺行

為 は減少す る[B,1,p.12]。

代 理 店 の詐 欺 の問題 とは別 に全 く渡航 費用 を持たず ,ま た滞 在 費 用 も持 たな

い移民 が 多数 ルアー ヴルに野営 して いることも大 きな問題 であ った
。 ドイツ人

の居留地 は・サ ンフラ 〃 ワ(SaintFranC・is)と ノー トル ダム(N。treD
ame)岸,

バ ー ル(Barre)岸 が 申心 で あ り
,多 くは野 営 で あ った。1840年 の 『ル ヴ ュー.

デ ュ ・アー ヴル』 に は,そ う した野 営 地 の実 態 が 紹介 されている
。「町 は,非 常

に貧 しいバ イ エル ン人 移民 で い っぱいである。一一… こう した移動 人口は7東 の

城 壁 の とこ ろに野営 して い る。彼 らは楡 の木 の 下で,お 堀 の斜 面 に作 られ た洞

穴 で身 を隠 して いる。土間 には台所用品,蟻 で い っぱ いの 子供 の マ ッ ト,昼 間
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か ら横 に な って い る病 気 の 女 性,家 族 の靴 を 繕 っ て い る 男 が,悲 惨 な 状 態 を 形

作 っ て い る」[B,17,p.234].184・ 年 代 の ル ア ー ヴ ル は・ ま だ 」ヒの 丘 の 地 域 ア ン グ

ヴ ィル,東 の グ ラ ヴ ィル を 合 併 して い な か っ た が(1853年 合併)・ ル ア ー ヴ ル近

郊 の こ う した 地 域 に も多 くの 野 営 者 が い た。

ノ ー トル ダ ム岸 に は,1日2フ ラ ンで 泊 ま れ る宿 が あ っ た が,そ れ も こ う し

た 移Fに と っ て は 高 す ぎ る 値 段 で あ っ た(185・ 年 代 に は15軒 あ っ た)・ キ}

フ ァ ー(Kiefer)の 宿 に つ い て の報 告 が あ る が,そ れ に よ る と 「キ ー一フ ァ ー氏 の

と こ ろ に3日 以 来27人 が 宿 泊 して い る が,本 来14人 しか 泊 ま れ な い の だ 。 毎

晩 食 堂 に ベ ッ トを お い て,45人 ま で 泊 め る こ と が ・'J能だ とt-j7て い た 」・ そ う

した 宿 に は,食 事 が っ い て い て,「 朝 は カ フ ェ ・オ ー レO}ン と バ タ ー 昼 は

ス ー プ,肉,野 菜 」fL,夜 は肉,野 菜 一IllLか 二皿 」[B,17,p.235]で あ っ た 。 しか

し,ぼ っ た く りの 旅 館 も多 くあ った 。 そ れ ゆ え ル ア ー ヴ ル 市 で は,条 例 を っ く

り,「1.移 民 専 用 の 宿 は 市 の 検 査 を う け る。 「・…司3.宿 の 価 格 や 状 態 を表 記 して

お か ね ば な らな い 」 と 言 っ た処 置 を 行 う[A,2,a]。

特 に ル ア ー ヴ ルi{∫が ドイ ツ 人 移 民 に関 して 苦 労 した の は ・1848年 革 命 の 年 で

あ っ た。1847年 の恐 慌 の お か げ で 綿 花 の 輸 入 は 大 幅 に減 り,そ の お か げ で 貨 物

船 の 入 港 が 紗 した.し か し,そ の一一方 で 移 民 の 数 は撒 続 け た の で ・ 船 賃}ま

上昇 した.し か も1--2s以 上 ル ア ー ヴ ル1こ滞 在 して い な い 外 国 人 労 働 者 の 締

め 出 しを 図 っ た た め,移 民 費 用 を 当 て に した 仕 事 に付 く こ と もで き な く な る

[B,7,p.4・].こ の 問 題 は,不 穏 な ドイ ツ 人 労 働 者 問 題 と して 政 治 問 題 へ 発 展 す

る。3月23(昌 に 物 騒 な ドイ ツ 人 を 早 め1こ ア メ リカ へ 追 い 払 うた あ に・4・000フ

ランの資金を用意 しようとす る.も ち ろん,そ れ を受 け入 れ るア メ 　カの方 も

無 法者の処分 は受 け入れ られないと反論 し 資金不足 のため設 援金 による急

場 しの ぎ対策,ド イ ッ当該 政府 の カ ンパ と フラ ンス人の援助 による 「ドイ ッ人

救済委員会」 と ドイッ人司祭 ミュンッ(Muentz)に よ る救 援 が行 われ る[B,7,p.

40fユ。 ミュ ンツ は,ル ア ー ヴル の グ ラヴ ィル 市長 当ての手紙で・彼 らを ドイ ツへ

送 り返 す ことも,ア ル ジ ェ リアへ送 る こと も,ま た グ ラヴ ィル に この ま ま残 り

続 け ること も意味がないであろ うと主張 し,彼 らを た だで ア メ リカへ送 る こ と
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が=r・ の 方 法 で あ る と述 べ る
・そ の 結 果 ドイ ツ の 領 事 館 の 計 ら い で2・。人 が 無

料 で 送 られ る こ と に な る が ・そ れ 以 外 の10・ ・人 以 上 は そ の ま ま残 る こ と に な

る・7月 に は・ドイ ツ 人 救 済 委 員 会 の フ ァ ン ドも尽 き
,コ レ ラや チ フ ス の 流 行,暴

動 の 恐 れ が 出 始 め 酷 局 そ れ 以 外 の 人 々 を ア メ1)カ へ 送 る こ と を 決 意 せ ざ る を

え な くな る・輸 送 費 用 は・ル ア ー ヴ ル
,グ ラ ヴ ィノレ,ア ン グ ヴ ィ ル,ド イ ツ鱒 館

,

ドイ ッ人 救 済 委 員 会 ,下 セ ー ヌ県(SeineJnferieur)で 持 ち 合 う こ と に な っ た[B
,7,

P・42]。こ う して11月 か ら始 ま ってig4s年1月20日 に終 る移 送 が 始 ま
っ た。

ル ァ ー ヴ ル 市 の ア ル シ ー ヴ に は
,具 体 的 な 費 用 の 記 録 が 残 さ れ て い る[A ,2,

a]。 そ れ に よ る と,移 民 送 付 の た め の 収 入 はs「1848年11月10日 ル ア ー ヴ ル 市

よ り13300フ ラ ン・12月22日3・0・ フ ラ ン
,1849年1月17日39・ ・ フ ラ ン,

22200フ ラ ン,1848年 ア ン グ ヴ ィル よ り12月28日5000フ ラ ン
,1849年1月

17日4000フ ラ ン・ グ ラ ヴ ィル 市 よ り1849年1月11日5000フ ラ ン
38月12日

6000フ ラ ン,11000フ ラ ン
r1849年11月20日 ド イ ッ 人 委 員 会 議 長 フ ィ ッ

シ ャー(Fischer)氏 よ り5500フ ラ ン
,1848年12月2日 バ イ エ ル ン領 事 マ イ ネ

ル(Meinel)氏 よ り4500フ ラ ン
a184g年1月9日 ポ ー ラ ン ド人 マ イ ヤ_

(Mayer)氏 よ り60フ ラ ン,1849年1月9日 ゾ ル カ ー(Zolker)氏 よ り60フ ラ

ン・ ス イ ス 大使 ヴ ァナ ー(Wanner)氏 よ り60フ ラ ン」で あ る
。 これ を 見 て 気 付

く こ と は諦 の 援 助 も さ る も の な が ら,ド イ ツ人 救 済 委 員 会 や 津 イ ツ 系 の

人 々 の援 助 の額 の 多 さで あ る。

1848年 革 命 以 後 の 移 民 の 変 化 の 一 っ と して
,カ リ フ ォ ル ニ ア の 金 鉱 へ の 移 民

が あ っ た。1848年 頃 金 鉱 発 見 の 噂 が 流 れ た[B
,17,p.241]。 最 初 は疑 いが 多 か っ

た がy現 実 の もの で あ る と わ か る とZ千 金 を 狙 った 移 民 者 が 押 し寄 せ る こ と

に な る。 た だ ・ カ リフ ォ ル ニ ア へ の コ ー ス は ニ ュ ー ヨ ー ク と い っ た東 海 岸 と

違 って 一 般 的 で は な か っ た 。『イ リュ ス トラ シオ ン」(1849年)で は
,カ リ フ ォ ル

ニ ア へ の コ ー ス が 紹 介 さ れ て い る
。 「も っ と も 長 い,安 い コ ー ス は ホ ー ン

(Horn)岬 経 由 で,少 な く と も半 年 は必 要 で あ る
。 も っ と短 い が,も っ と も高 い

の は,パ ナ マ の コ ー スで あ る
。2ヶ 月 で 到 着 可 能 で あ る」。 しか し,値 段 は3500

フ ラ ンで ニ ュ ー ヨー 久 の10倍 以 上 の お 金 が 必 要 で あ った
。



(11。)184・ 年代 フランスにお1ナるドイツ人人口の動態(3)63

ま た,ユ ー ト ピ腱 設 の 移 民 も出 て く る.ア メi)カ で の 共 産 議 社 会 の 鰍

で あ るが,1841年9月15日 と1848年1月31日 の 『ル ァ ー ヴ ル 新 聞 』 で は・

フ ー リエ 主 義 者 の 植 民 の 話 と カ ベ ー の イ カ リア建 設 の 植 民 の 話 が 紹 介 さ れ て い

る。 「7駄 か らな る,全 員 同 じユ ニ フ ォ ー ム を 着 た さ ま ざ ま な職 業 の もの か ら

な る共 産 臓 コ ・ ニ ー が,ニ ー オ リ ン ズへ 向1ナ て ・ ア メ リカ の 船 『ロ ー マ 』

へ 乗 船 した.こ の コ ・ 一 は名 前 をrイ カ リエ ン ヌ』 と い い ・ そ の 長 カ ベ ー は

フ ラ ン ス に 留 ま って い て,テ キ サ ス州 の レ ッ ド河 流 域 の 広 大 な 土 地 を 開 拓 す る

つ も りで あ る」[B,17,p.240]。

2)ル アーヴル港 とアメ リ力航路

ル ア ー ヴルに着 い た ドイ ッ人達 を待 っ のは,ニ ュ ー ヨー クま で の航 海 で あ

る.と ころ が濠 轄 船 の定 鰍 路 とな るノレアー ヴルーニ ュー ヨー ク路線 は・

185。 年 代 まで け っ して豪 軌 路 線 で あ ったわ けでない・移民 は貨物船 の収 詰

め込 まれて行 くのが現状で あ った.183・ 年 代 の ノレア ー ヴル の6・%は 沿 岸貿 易

(Cabotage)で あ った[B,17,p.24]。

ル ア ー ヴル とア メ リカ移 民 との 関係 は,ル ア ー ヴル と綿 花 の輸 入 か ら始 ま っ

てい る。185・ 年 以 降 に,ア 刈 力 と ヨー … パ との栖 洋 横 断 が瀕 繁}こな り・

収 益 性 の あ る事業 と して発 展す るまで,こ の路線 は基 本 的 に は貨 物 中J'の 路 線

で あ った.つ ま り,ア メ 　カか ら入 る綿 花 を載 せ た船 の帰 りを どうす るか とい

う蘭 か ら生 じて いた.綿 花 は一 レア ー ヴ ル樋 って アル ザスの綿工業地帯 に

送 られ轟 漏 り船は,空 になった船創 こ比較的場所をとらないフランスの贅

沢品 と移民 を載せ ることで収益性を図 ることになったのであ る。 しか し,こ の

貨 物船 は,碇 期 で あ った た あに,移 魔 ち}ま賭 を待 って・ ル ア ー ヴル周辺

に コ ロニーを作 ることになる。貨物船 が不定期であ ることは,か え って いか が

わ しい代 理 店 を繁 盛 させ ることになる[B,7,p.30ユ 。

そ う した代 理 店 の草 分 け的存 在 は,バ ル ブ(Barbe)の 会 社 で あ った。彼 は,

ロワ イヤ ル(R・yale)通 りに移 民者 の た ま り場 をっ くり,そ こに移 民 を待 た せ,

積 荷 を下 ろ した貨 物船 を チ ャー ター し..客 を乗 せ・ ま た ア メ リカか らは綿 花
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を 載 せ て い た ・1855年 に は・ ゴー チ エ(Gauthier)兄 弟 の 代 理 店 で もあ る モ リス

(Mo「isse)や ル メ ー トル な ど と し・っ た 臥 な 代 王蝶 者 も 出 現 し た[B
,17,P.

233)0

さ て・ 当 時 の 栖 洋 横 断 に は ど れ く ら し・の 料 金 が 必 要 で あ
った の で あ ろ う

か 。 旅 客 船 の 定 期 航 路 が で き る以 前 の 運 賃 に は
,食 事 代 が 入 って い な い ク ラ ス

も あ った・ そ の場 合[2ヶ 肋 食 料 で 乗 船 した し・も の の 輸 送 費 用 は11。 -12。 フ

ラ ンで あ る。船 が 供 給 す る の は料 理 の た め の 薪 と必 要 な 水 で あ る」
。食 事 代 込 み

で 払 う と 「170-1 .8・ フ ラ ン端 う・ こ の料 金 。ま7歳 以 ドの 子 供 の 場 合 ほ ぼ 纈

で あ る」(1828年[B,17,p .394]と い う状 態 で あ っ た
.っ ま り,人 々 は2ヶ 月 分 の

食 料 を 用 意 して 乗 船 し・ 船 で 水 と薪 を 借 り泊 分 で 料 理 を した の で あ る
.持 ち

込 む 荷 物 の 制 限 は 「1… キ ・ ま で45-一 一5・フ ラ ン」で あ
っ た の で,食 料 及 家 財 道

具 馬 軌 ど も持 ち込 ん で い た・ ま た,こ のrl-yク ラ ス の 料 金 は,船 に よ る と

60フ ラ ンで あ っ た り した ・代 牒 者 の ノレ刈 トル の 報 舘 に は
,次 の よ うに 出

て い る・1848年12月14臥 人6人
a子 供1人 ニ ュ 噌 一 ク ま で 出 港 ,運 賃 大

人60フ ラ ン・ 子供55フ ラ ン・ こ の場 合 子 髄 賃 は さ ほ ど 安 くな
って い な い。

ま た 融 一 ヨー ク よ り も も っ と遠 い ニ ユ ー オ1ノ ンズ ま で の場 合 も
,こ の 会 社

に よ る と60フ ラ ンで あ っ た[A
,2,a]。 こ う した ダ ン ピ ン グ は,他 の港 と の 競 争

上 妨 の な か っ た こ と で あ ろ う
・ た とえ ば ア ン トワ ー 匹 ニ ュ ー ヨー 燗 は

,

50フ ラ ンCB,7,p.39]の 料 金 で あ っ た か らで あ る
。 「イ リュ ス トラ シ オ ン』 で も

1854年 の 運 賃 と して 食 事 別 の運 賃:1'1フ ラ ンが 紹 介 され て い る
。

しか し・ こ う した 料 金 も旅 客 船 の 時fざ蒸 汽 船 の 時 代 に な
っ て 変 化 す る。

1876年 の 『太 平 洋 横 断 会 社 』 の料 金 は
,ニ ュ ー ヨー クー ル ア ー ヴル 間 ,1等625

フ ラ ン・2等375フ ラ ン・3等2・ ・ フ ラ ンで あ る。 この 料 金 に は す で に食 事 持 込

み が な く な っ て い る。3等 船 客 で も こ の 頃 は
,も は や 貨 物 室 で は な く客 室 に

な って い た し・ 食 事 も付 くよ う に な って い た
。1890年 代 の料 金 は,ル ア_ヴ ル

』 ニ ュ ー ヨ　 ク8日 で
・1等500-1000フ ラ ン,2等300フ ラ ン[B

,1・,S.179]

で あ る。 こ う した 料 金 は 他 の 港 と比 べ て も変 わ っ て い な い
。1867年 の価 格 を 見

る と・ マ ンノ'イ ム ー ブ レー メ ンー ユ ー ヨー ク247フ ラ ン15
,・ ・ン ブ ル ク勧
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246フ ラ ン,ル ア ー ヴ ル 経 由215フ ラ ンで あ っ た[B,7,p.46]。 ル ア ー ヴ ル が安 い

の は 距 離 の 分 で あ る。 も っ と も帆 船 で は3港 と も135フ ラ ンで あ った 。 帆 船 と

蒸 汽 船 とで は,日 数 に 大 き な 差 が あ り,そ の分 だ け 蒸 汽 船 が 割 高 で あ っ た。

ア メ リカ と ル ア ー ヴ ル との 横 断 日数 は,lg世 紀 前 半 と後 半 で は,大 き く違 う
(il)

ことにな る。19世 紀 前半 は帆船 がf`力 で あ った。 蒸 汽 船 が主 力 に な るの は,

1870年 代 の話 で あ り,1830年 代,40年 代 は も っぱ ら帆 船,1850年 代,60年 代

も帆船 が まだ多 く存在 して いた。1850年 代 か ら展 開 す る国 家規 模 の大 客船会社

は蒸汽船 で高 い運賃を必要 と し,小 さな船 会 社 は,100人 以下 の乗 客 を帆船 で

運 ん で い た。1820年 代 の,帆 船 に よ る ニ ュー ヨー ク ル ア ー ヴルの横断 日数

は,2。_4。 日で あ 喫[B,4,p.2fi].し た が って,「 自炊 す る乗 客 は2ヶ 肋 食 料

を 積 み 込 ま ね ば な らな い」[A,2,b]と い う状 況 で あ った 。 しか し,蒸 汽 船 の 登 場

に よ り20日 を 切 る こ とに な る。 や が て12日 と な り,1846年 に は10日 と い う

記 録 が 打 ち 、rて られ る。 しか し実 際 に は,1850年13日,1860年11日 ・1870年

9日,1880年8日[B,11,S.75]と い う具 合 い に 進 ん で い っ た。 ル ア ー ヴ ル 出 発 の

蒸 汽 船 の 比 率 は1856年 段 階 で ま だ37。5%で あ り,こ の 比 率 が 逆 転 す る の は,

1880年 に な って か らで あ る。 そ れ ゆ え,当 時 の 横 断 日数 は,2通 り考 え て 計 算

を しな け れ ば な らな い 。

た とえ ば フ リー ド リ ッ ヒ ・ リス トは この ル ア ー ヴ ル か ら ア メ リカ に 渡 っ た よ

うで あ るが(1820年 代)[B,21,S.38],こ の 場 合 お そ ら く帆 船 で あ っ た で あ ろ うか

ら20-40日 く ら い は か か って い るで あ ろ う。 と こ ろ が,ヴ ァイ ト リ ン ク もル

ァ ー ヴ ル か ら ア メ リカ へ 渡 る の で あ る が,こ こ に は微 妙 な 問 題 が 残 さ れ て い

る。 す で に 蒸 汽 船 も登 場 して い た か らで あ る。 ヴ ァ イ ト リン ク は,自 分 で1846

年 末 に 到 着 した と 言 っ て い る が[B,24,p,120],『 フ ォ シ イ ッ シ ェ ・ツ ァ イ トゥ ン

ク』(VossischeZeitung)よ る と12月25日 に 乗 船 した こ と に な って い る。 こ の年

代 に蒸 汽 船 で も,6日 以 内 に行 く こ と は不 可能 で あ るの で,ど ち らか の 記 述 が

誤 りで あ ろ う[B,25,pp.20-25]。 ヴ ィ ッ トケ(Wittke)は,1月25日 ア メ リカ到

着 と い う別 の 日を あ げ て い る が,も し出 発 の 日 が 正 し く,帆 船 で 行 った とす れ

ば む し ろ こ の 日 の 方 が 正 し い で あ ろ う。 蒸 汽 船 な らば1月10日 前 に は 着 い て
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い るはずであ る。当時の船 は,ま だ定期 便 で はな く,出 港 もま ち まち で あ った
(13)

の で,出 発 日 に つ い て は 把 握 困 難 で あ ろ う
。 定 期 便 の 出 現 は,ヴ ァイ ト リ ン ク

が ル ア ー ヴ ル を後 に した 直 後 の1847年 か らで ,定 期 船 が4-11月 は毎 月10,

24日 の2回,12--3月 は 月1回 出 る こ と に な った[B ,4,p.27]。 ヴ ァ イ デ マ イ ヤ ー一

も1851年9月29日 に ル ア ー ヴ ル を 出 港 し,11月7日 に ニ ュ ー ヨ ー ク に 到 着 し

て い るが[B,30,p.37],こ の 船 は 帆 船 で あ ろ う。た だ し40日 は や や 長 い航 海 と 言

え る。

定 期 船 の 出 現 は,ア メ リカ横 断 の 商 売 が,貨 物 船 の 片 手 間 仕 事 か ら,本 格 的

な 仕 事 へ 変 化 し た こ と を意 味 して い る。 これ と と もに ,大 き な 旅 客 会 社 が 出 現

す る。 ま ず 外 洋 路 線 の 革 新 は,1840年 ス テ フ ァ ン ・キ ュ ー ナ ー ド(Cunard)に

よ っ て 創 設 さ れ た 最 初 の 外 洋 蒸 汽 船 会 社 か ら始 ま る[B ,11,S.151]。 こ う した 規

模 の 会 社 が フ ラ ンス で 出 現 す る の は遅 く,1850年 代 ま で ル ア ー ヴ ル か ら ア メ リ

カへ 渡 った ドイ ッ人 の 多 くは フ ラ ンス の 船 で は な く,ア メ リカ や イ ギ リス の 船

を 利 用 して い た。 ニ ュ ー ヨ ー クー ル ア ー ヴ ル 間 は,1850年 代 ま で ア メ リカ や イ

ギ リ ス の 会 社 に 押 さ れ て い た 。 そ う し た 会 社 は,「 外 洋 蒸 汽 船 会 社 」(Ocean

steamshipcompany),「 ル ・ア ー ヴ ル と ニ ュ ー ヨー ク蒸 汽 船 会 社 」(Havreand

NewYorksl.eamnavigationcompany) r「ヴ ァ ン ダ ー ビル ト ・ヨー ロ ッパ ・ラ イ

ン」(VanderbiltEuropeanLine) ,「北 大 西 洋 ラ イ ン」(Northatlantic且ine)な ど で

あ っ た。

1856年 の ル ア ー ヴ ル ー一ニ ュ ー ヨ ー ク路 線 の状 況 を 見 る と,月4回,月3回,

月1回 の ア メ リカ路 線 を 持 っ ア メ リカ の 会 社 が あ る こ とが わ か る。 そ れ に 比 べ

フ ラ ン ス資 本 は,バ ル ブ と ル ・メ ー トル,マ ル ジ ウ(Marziou) ,「 大 西 洋 横 断 会

社 」 が 各1本 出 して い る だ け で あ っ た。 重 要 な もの は この 最 後 の 「大 西 洋 横 断

会 社 」 で あ る。X854年 ペ レ ー ル(Pereire)兄 弟 が グ ラ ヴ ィ ル の 船 会 社 を 購 入 し,

1855年 か らニ ュ ー ヨ ー ク線 を 開 設 した。 しか し,ほ とん ど こ の路 線 は使 わ れ ず

競 争 力 が な い 状 態 が 続 く。1864年 以 後 に な って よ うや く フ ラ ン ス の 代 表 的 船 会

社 と して 再 出 発 す る こ と に な り[B,17,p.249],以 後 豪 華 客 船 時 代 を 作 る こ と に

な る。
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T'要 な 会 社 は,リ ヴ ァ プ ー ル の キ ュ ナ ー ド,ホ ワ イ ト ・ス タ ー ・ラ イ ン

(WhiteStarLine),ル ア ー ヴ ル の 大 西 洋 横 断 会 社,1847年 創 、γの ハ ン ブ ル クの

ハ ン ブ ル クー ア メ リカ定 期 船 株 式 会 社(Hamburg-AmerikanischePaketfahrt-

Aktiengesellschaft),1857年 創 ～アの ブ レー メ ンの 北 ドイ ツ ロ イ ド(Norddeutsche

Ll。yd)(1857年)で,と りわ1ナ ア メ リカ 航 路 を と って み る と・1891{1三 に お い て 最

大 の 乗 客 を 捌 い て た の が,ブ レー メ ンの北 ドイ ツ ロ イ ドで あ っ た 。

船 の 中 の 様 子 に つ い て は,旅 客 線 の 時 代 以 前 も以 後 も,最 下 層 の 船 室 の 状 態

は惨 胆 た る もの で あ った 。 モ ーパ ッサ ンの 「ピ エ ー ル と ジ ャ ン』(PierreetJean)

の 主 人 公 ピエ ー ル は,1887年 に次 の よ う な 印 象 を残 して い る。 「彼 は船 倉 に お

りた 。 そ こ に入 る時,貧 し く,き た な い 人 間 の は き け を も よ お す 臭 い ・ む っ と

す る よ う な 革 の,動 物 の 羊 毛 の 悪 臭 に気 付 い た。 や が て,鉱 山 の 坑 道 の よ う な,

下 の 暗 い地 下 の部 屋 の 中 で,ピ エ ー一ル は 数 百 人 の 人 々 が 重 な った 板 の上 や,床

の上 に 群 が って い るの に気 付 い た 。 彼 は,汚 い ぼ ろ ぎれ を 群 衆 以 外 に顔 は わ か

らな か っ た 。 こ う した生 活 に失 敗 した群 衆 は,疲 れ,困 窮 し,お そ ら く飢 え て

死 ぬ か も しれ な い 見 知 らぬ 大 地 へ,疲 れ き っ た 妻 や 子 と 出 発 し て い る の だ 」

(「モ ー/¥"ッサ ン全集』 春 陽堂,1巻,1965,p,159)。

当 然,こ う した 狭 い空 間 で あ り,性 道 徳 が 乱 れ る危 険 性 が あ った 。 そ の た め,

1865年 か ら,船 の先 端 は 女性 専 用,ま ん 中 が 家 族 専 用,後 ろ が 男 性 用 と区 分 さ

れ る よ う に な っ た[B,7,P.4s]。 何 日間 の船 旅 の 中 で,不 衛 生 的 な状 況 に な らな い

よ う にs特 に 最 下 層 の船 室 は 入 念 に 掃 除 さ れ た。 も ち ろ ん,ひ しめ き合 って い

る 中 で,船 乗 りが ホ ー ス で 水 を撒 い て 掃 除 を す るの で あ って,有 無 を 言わ せ な

い もの で あ った 。 ま た2回 ほ ど煉 蒸 も あ った[B,16,39]。 ま た 船 酔,病 気,喧 曄

な ど もあ り,ニ ュ ー ヨ ー ク に 到 着 す る 頃 は身 も心 も疲 れ き る の が 普 通 で あ っ た

の だ 。 と こ ろ が,移 民 は ニ ュ ー ヨ ー クで 終 る の で は な く,ま さ に始 ま る の で

あ っ た 。19世 紀 前 半 で は,ド イ ッを 去 って3週 間 で ル ア ー ヴ ル に到 着 し,そ こ

で 数 週 間 待 ち,や っ と乗 船 で きた と思 う と40日 もす しず め 状 態 と な り・3ヶ 月

か ら4ヶ 月 もか か っ て ア メ リカ へ 着 くの で あ る。19世 紀 後 半 で は,こ の 時 間 が

15日 位 に短 縮 され る が,し か し移 民 の 惨 め さ は解 消 した わ け で は な い 。
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ルアー ヴル経 由の移民 はやがて,lg世 紀 の 後 半か ら20世 紀 前 半 にか けて移

民 を帰 国 者 が凌 ぐよ うにな る時[B,2Q,S .178],終 わ りを 告 げ る。 しか し,そ の 間

に は多 くの ドイ ッ人が フラ ンスを横断 し,ア メ リカへ渡 って行 った。 貧 困 に打

ちひ しがれ た農民,労 働 者,祖 国 の政 治 に失 望 した亡 命 者
,新 しい大地 に ユ ー

トピアを 作 ろ うと した人 々,カ リフ ォル ニ アの金 山 な ど ア メ リカ ン ドリームを

夢 見た ものな ど多 くの ドイツ人が故郷 を去 って行 った。 とりわ け1840年 代 は

ドイ ツ人 に よ るア メ リカ移民 の流れの中心 は フラ ンス横断そ してルアーヴル出

発 であ り・ 当時の移殿 ・ ドイツ史のい くらかの部分を 占めているのである
。

横断す る ドイツ人が・ フランスや ドイツに与えた影響 は,政 治 亡命 者 を除 いて

多 くはな いで あろ う。 しか し,ア メ リカ大 陸 の ドイ ツ人 は,そ の後 ア メ リカ の

労 働 運 動 お いて,企 業 創 設 に お いて大 活 躍 を し,大 きな 影響 力 を持 っ こ とに な

り,第 二の ドイ ツ,ド イ ツ人 コロニ ーを形 成 す るのであ る。

(注)

(1)ル ー ア ンで も刈 か ら ア メ ・)カへ 向 け て 進 む 移 民 が い た
,)ホ テ ル の シ ュ レル,

フ ー デ,マ レル,デ ュ ヴ ァル ,ラ ヴ ィ ァ ン ヴ ィル に は そ う した人 々 が 泊 ま っ た。1847

年 の 史 料[A,3]で は・3人 の ドイ ツ 人 音 楽 家 が 含 ま れ て い る。Surel7,Mare15,

Boudet9,Duval2,Lavienville1

(2)リ ス トは・ 次 の よ うに述 べ て い る。 「ライ ンを ドって オ ラ ン ダへ 向 か っ た人 々 は

み ん な,膨 大 な費 川 や,不 愉 快 さを 嘆 く。 そ れ はY多 くの 税 務 署 で の通 過 ヴ ィ ザ や 荷

物 へ の検 査 や 税 金 か ら生 じて い る。 オ ラ ン ダや ア ン トワ ー プ へ 行 った もの の 多 くは
,

船 の 出 港 を 待 ち,1ヶ 月 飲 み 暮 らさ ね ば な ら なか った の だ 。 多 くは,さ ま ざ ま なや り

方 で船 に 乗 り込 む 前 に だ ま さ れ て しま う の で あ る。 す べ て の もの が
,ア メ リカへ 行

け る金 を 直 接 持 って い な か っ た場 合,船 舶 事 業 の欠 陥 か ,乗 り組 員 自体 の ひ ど さ の

ど ち らか を 嘆 い て い た 。 こ う した欠 点 の 多 く は ,ル ア ー ヴ ル ・ル ー トの場 合 免 れ て

い る」(F.List,Schriften/Reden/Briefe ,Bd.8.,Berlin,1925-一 一一35,S.50)。 ト リー ア

の ル ー ドヴ ィ ッ ヒ ・ガ ル もア ン トワ ー プか ら出 港 して い る[B
,26,p.145ff]。

(3)「 特 別 の 車両 が,ペ レー ル の 指 導 で っ く られ た 一一この 車両 は ま ん 中 に 廊 ドが あ り
,
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80の 座 席 が あ り,8人 グル ー プ に な 一・て い る.ワ ゴ ンの 一つ は 二っ の 部5}に 分 か れ

て い る。最 初 は40席 で,と くに 一人旅 の 女性 と 母 用,第 なは ビュ ッ フ ェの 部 屋 で あ

る」。1884年 『イ リュ ス トラ シ オ ン』[B,151B,18]。

(4)ヴ ュ ル テ ンベ ル クの シ ュ ヴ ェ ー ニ ン ゲ ン(Schweningen)の 町 で は224人 の 乞 食

に移 民 酬 を 渡 す[B,23,p.11Z].ま た,1・ 人の メ ク レ ンブ ル ク(Mecklenhurg)の

囚 人 が テ キ サ スへ 国 の 酬 で 移 £くす る と い った こ と も起 きて い たLB・23・P・113ユ ・

(5)統 計 が 史 料 に よ って 異 な るσ)は,40人 以 ゆ 船 の 場 醗 録 さ れ な か っ た か らで

あ る.1848{i似 　IIは は っ き り しな い.ル ア ー ヴル の ア ル シー ヴ}こ もそ う した繍 トは

な い.た だA.N.に1837…39{1{・)史 料 が あ る.「 ル ア ー ヴ ル の 乗船 統 計 は・1855年 ノレ

ア_ヴ ルで 移 民 委 員 が 設 置 さ れ て以 後 で あ る」[B・6・P・96ユ 。

(6)1一 ル ァ ー ヴル の艦 の ジ ョセ ブ ・ル 刈 トル は・ も っ と 樋 要 な 移 民 送 儲 の 一

人 で あ る が,1830年 か ら1847年 まで ル ア ー ヴ ル で 乗 船 した ドイ ッ人 移 民 の数 を40

万 か ら45万 と評 価 して い る」[B,6.P.97ユ.{1{・}え 均2500・ 人 ・ ル ァ ー ヴ ル の 船 舶 につ

い て の 研 究 に は,デ ロ ラ ン(Derolin)の 学 位 論 文 が あ る[ii][B、9]。

(7)承 認 さ れ た 代 理 店 はt・ レア ー ヴ ル5,パ リ8・ ボ ル ドー3・ バ イ ヨ ン ヌ・ ヴ ィサ ン

ブ ー ル,ダ ンケ ル ク,ユ ア ー ルー一シー ズ(Uha・t-Cize)(BassePyr¢nξes)・ ロ ウ

フ ァ ッハ(R。uffach)各1で あ っ た.ル ア ー ヴ ル に 灘 さ れ た代 王騨1の う ち・多 くは

合 衆 国 へ の 蒸 汽 船 や鉄 道 の 切符 の販 売,金 券 販 売 に従 事 して い た[B,22,p.11コ 。

(8)修IEさ れ た の ち の法[B,1,pp.22-26]

1条 何 人 も農 業,商 業,公 共 事 業 大 臣 の 許 口∫が な け れ ば,移 民 者 の 輸 送 に従 事 す

る こ とは で きな い

2条 公li:..局の 規 則 は,認 可,保 証 金 の割 合,様 式 の条 件 を決 定 す る

3条 医 者 の 乗 船 が 義 務 づ け られ る

4条 船 は,移 民 者 の 保 護 を 示 す 保 証 書 を持 た な い と 出港 で き な い

5条 移 民 者 は 出発 の 前夜 乗 船 で き る。48時 間 の 問,修 理 で な い限 り乗 船 して い

て よ い

6条 伝 染 病 な ど の た め 出発 で きな い 移 民 者 に は,支 払 った額 を返 す

7条 規 定 の 日に 出港 で きな い場 合,代 理 店 は1日 の 遅 れ に っ き規 定 の 額 を 支払

わ ね ば な らな い 。 遅 れ が10日 を 越 え る場 合,契 約 を 破 棄 で き る

8条 代 理 店 は決 め られ た 目的 地 へ 運 ぶ 義 務 が あ る。 事故 の場 合 で も最 後 ま で 運

ぶ 義 務 が あ る

9条 代 理 店 が 規 則 を守 らな い と き は保 証 金 を凍 結 す る

10条1条,4条 の違 反 の場 合50-5000フ ラ ンの 罰 金

11条 フ ラ ン スで は 移 民 局,外 国 の港 で フ ラ ンス の船 の 場 合,領 事 館 が責 任 を 持

つ

(9)1848年3∫]2日 に,オ ン フ ル ー ル(H・nfleur)か ら来 た ル イ ・フ イ 　 ッ プ が ル

.■咽b幽囲」同幽出紬醐 …祠幽臨旧臨川咄1開門ぬ削酬馴 舳 闇鵬1閣襯 欄 ㎜ 目甲闇聞II凶口IHI幽1
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ア ー ヴ ル か ら イ ギ リ スへ とLし て い る
.ル ア づ ル の 襯 硬 に つ い て は,ア ル

シ ー ヴ の プ リ ン トElj刷[B ,31B,4]を 参 照 。

(10)フ ラ ン スの綿 花 輸 入 先 は・iss2s5年 の 南 北 瀞 の 賊 除 、て ア メ リカ が 第_

位 で あ っ た[B,17,p.257コ 。綿 花 の配 給 先 は ,ル ー ア ン,リ ー ル,ア ル ザ ス,ガ ン,ス
イ ス滴 ドイ ツ で,ル ア づ ル か ら・J・さ い船 に積 み 替 え て運 ん で い た

.ア メ リカ の 輸

入 量 に 占 め る 割 合 は,1825年 輸 入 量 のi・%1845年72 .E%,1861年89.3%で

あ った 。

(11)蒸 汽 船 と帆船 の割 合 は以 ドの通 りで あ る[B
,11,S.198ユ

茎820年

1830年

1840年

1850年

1860年

1870年

1881年

1885年

1893・94r#三

帆 船

3140下 ・ト ン

302

×560

5513

9586

13868

15002

11216

8993

蒸 汽 船

6千 トン

28

116

392

82Q

1918

5fi44

6693

15264

蒸 汽 船 の割 合

1%

0

11%

23%

30%

41%

66%

72°/a

90%

(12)コ ・ ンプス時 代 が7川 ・1775年42Hで あ るか ら,1g世 糸[1前橡 での速 度 の進

歩 は遅 々 と して いた と言って い いであ ろ う。

(13)出 港時 の名簿 は存在 しな し・.フ ランスで1840年 代 の乗船名簿 が揃 って いる とこ

ろ は・ プ ロ己 ユ ・シ ュール ・メール く"らいで あ る
.ニ ュ噌 一 ク到 着 に関 しては,

185⑪年 か らの ド船 構 が 出1坂され て いて,そ れ によ って1850釘 三代 はわ か る.こ の史

料 はア メ リカに移 民 して きた ドイ ツ人 で ニ ュー ヨー ク港 に着 い た もの の名 簿 で あ

り,現 在 まで22巻(1870年 まで)が 刊 行 され て いるLB ,12〕。この史料 に は,各 船 の

名 前 と,そ の船 に乗船 して いた全 ドイッ人 の名,年 齢,性 別,職 業,出 身 地が 書 いて

あ る。も っと も ドイッ人 の アメ リカ移民 の多 か った1854年(vol
.8)を ニ ュー ヨー ク

側 に残 され た この ド船名 簿 か ら見 てみ よ う。 た とえば8月 に着 いた ドイ ッ人 を乗 せ

た船 の数 で あ るが・ ブ レー メン発33隻 ,ル ア ー ヴル発15隻,・ ・ンブル ク15隻 と

い った具合 いで,乗 船数 は大 体300人 位 で あ るが
,千 人を越 え る乗 客 を運 ん だ船 も

あ った。
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